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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・2/21（金）青陽館の避難訓練実施。
・疾患別診療計画書の締切が過ぎましたが、遅くなる方は鳥谷部まで報告する。
※前回の疾患別診療計画書を未提出の方は鳥谷部に提出する。

・ＯＴ学生による臨床実習開始のお知らせ　仙台青葉学院短期大学学生　
実習期間：2020/1/20（月）～3/2（月）6週間

　→1月30日（木）、1月31日（金）青陽館見学予定。石田、蕨野で対応する。

＜研修案内＞

〈法人研修>
令和1年度第3回法人研修
日　時：令和2年1月21日(火)17:30～18:30
場　所:メンタルケア病棟4階　メモリアルホール
テーマ:「医療・福祉現場の発生事故動向並びに発生原因と対策」
講　師:佐藤AOM
ビデオ研修(八戸)：1月23日(木)17:30～18:30
※当日の出欠予定の記入を各自行うこと。
　WIZの書類ホルダー⇒教育委員会
　2019年度教育委員会⇒2019法人研修⇒　第3回法人研修⇒第3回法人研修出欠表

〈院内研修〉

第8回院内研修
日　時：令和2年1月28日(火)17:30～18：30
場　所：メンタルケア病棟
　　　　4階メモリアルホール
テーマ：「ハラスメント対策/メンタルヘルス
　　　　・セルフケアについて」
講　師：高坂TOL・安全衛生委員会委員長小川拓人
ビデオ研修(八戸)：1月30日(木)17：30～18：30


〈看護グループ内研修〉

日時：2月7日（金）16：30～17：30
場所：2階　会議室
対象：全職員
テーマ：レセプト関連（出来高病棟、包括病棟）
講師：神TOL
日時：2月12日（水）16：30～17：30
場所：2階　会議室
対象：全職員
テーマ：「行動制限最小化看護」
講師：加藤SGM

＜利用者様情報＞
デイケア
・川口　尚良様～スタッフへ話し掛けがあり、昨日母様と固定資産税について市役所へ行
き、確認をしてきたとの事。今後は裁判所へ行き、母様へ名義変更し税金は免除になると思うが、尚良様の兄弟や父様の兄弟に支払い義務が生じる場合がある為「なんかスッキリしない。母もストレスが溜まってるのか調子が悪そうだ。」と話している。
・平　京子様　～利用日に病院受診したり、体調を崩すと話し、R1．12月より欠席が続い
ている。利用について何度も話し合いをしていた。1月15日主治医面談で長年デイケアに通っており、必要性を感じないと相談あり、火・木に青明舎で入浴する事を約束し、本日でデイケア終了とな
デイナイトケア
・吉田　キクエ様～青風荘より情報提供あり。先日、ご家族様、青風荘スタッフと本人様にて南部の里あっぷる園へ施設見学へ行く予定としていたが、本人様が「行かない。追い出さないで」と発言し、頑なに拒否したとのこと。本人様は見学せず、ご家族様、青風荘スタッフにて見学を行ったとのこと。次回、1/21日（火）再度、見学実施予定。
・稲垣　ふき様　～ミーティングにて体調確認を行っている際に、「身体が熱い感じがする」と発言している。その他症状は無いとのこと。来所時の検温では、36.7℃と普段よりは高めである。暑いためか、マスクを外す行為が何度も見られ、適宜声掛けを行っている。
・奥山　以依子様～本人へ体調確認を行うと、「便が思う様に出なくて、詰まっている感じがして辛いです」と表情硬く発言している。昨夜、1時頃に1度排便があったが少量であり、以降排便が無く、腹部膨満感があるとのこと。
ショートケア

特記無し。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（鈴木　碧様）
実施日：R2年1月17日（木）13：30～14：00

検討内容　目標・計画の検討

	氏名
	鈴木　碧様
	性別
	女
	年齢
	21
	生年月日
	H10.10.6 

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	就労に必要な能力を獲得し、就労を目指していく。

対人スキルの向上を図る。

	本人希望
	仕事を目指していきたい。体力をつけていきたい。

	入院歴
	0回　最終入院

	通所歴
	青陽館利用　1回目
H30年11月21日～現在　　（週1回/水曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：祖母、母と同居
	家族構成：祖母、母

	利用制度
	自立支援医療費制度利用中（上限5000円）


利用までの経緯

幼少期に両親が離婚し、母の実家である八戸市へ転居する。小学校時より友人付き合いが上手く出来ない事があった。高校2年生頃より、人目が気になる、悪く思われたらどうし　ようという気持ちが強くなり外出や登校に支障をきたすようになっている。理由は不明だが仲の友人でも緊張しまう為、　H30年4月16日あおぞらクリニック初診。通院継続しており、当院デイケアを紹介され、母様から問い合わせがあり、見学実施。緊張感が強い様子であったが、体験利用を重ねる事で他利用者様と交流が持てている。

【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアに参加しながら就労への準備を進めていく。
	①自身の病状が管理でき、自身の能力に合った就労内容を把握する。
	①自身の病状の変化に気付き、対処方法を学び、その上で就労に向けた能力の向上を図る。
	安定した仕事を行えるように自身の能力を把握する。スタッフはプログラム参加状況を確認し、就労に向けた準備を話し合いながら行っていく。

	
	②対人面

のスキルア

ップを図る。

	②様々な利用者と交流を持ち、苦手意識の改善やルールやマナーを習得する。

	来所時は、他利用者と交流を持ち、苦手意識の改善を図る。スタッフは他者交流状況を確認し、考え方や行動が他者へ流されないように、行動の振り返りとやるべき事は何かを助言していく。


	
	③デイケアでの活動を通じ、体力を向上する

	③エアロビクスなどの運動療法に参加し、体力の向上、気分転換を図る。
	エアロビクスなどの運動療法に自分から参加し、体力の向上を図る。スタッフは参加状況を確認し、必要に応じて本人に適した運動を提供する。


【検討内容】

	現状
	今後の対応

	・他利用者と表情良く会話をしたり、プログラムに意欲的に取り組んでいる。対人人面のスキルアップと就労に向けてデイケアの利用希望があり、デイケア利用開始し、一年経過。
· 現在の病状や生活面、対人面、今後の目標については病状に波があり、被害的になる事や気分の落ち込みを呈することがある。以前あった耳の不快感の訴えは聞かれない。通信制の高校は無事卒業し、通信制大学に進学している。プレログラムの合間に自主的に勉強をしている。
· 利用当初は午前中の緊張感が強く、家から出られず13時からの利用であったが、徐々に来所時間は早くなり、朝のミーティングに間に合うようになっている。また、利用日以外でもデイケアの利用が出来ている。
	・対人面が良好でないと
気分の波が生じると自
覚出来ており、都度相談
出来ている。
・徐々に利用時間が長くなり、他の日も利用が出来ている。今後も緊張感やストレスに対して対処が出来るように話し合う。

	· 一般就労はすぐには無理と感じているとの事で就労継続支援B型・A型事業所を勧めていた。派遣会社へ登録をし、試験会場の駐車場案内や会場案内を7時間行い、次の日まで疲れが残ったと言う。駅弁作りで早朝のアルバイトもこなすことが出来ている。今後も単発でアルバイトをしていく予定で、靴流通センタ―の面接を受けるとの事。
	大学在学中であり、学業との両立が必要である為就労支援意向など適宜助言していく。

	・特定の数名の利用者とはプログラムの合間に笑顔で会話している事が多い。特定利用者（夏堀　麗紗様）とトラブルがあり、気分の落ち込みを呈する為以後は連絡を控えている。他利用者の行動に流されやすいが、最近では自主的に大学の課題を行っている。
	以前よりは作業療法時に自主的に大学の勉強をする等上手に時間の利用が出来ている。

	・小学校時代から部活でスポーツに取り組んでおり、身体を動かす事は好きであり、エアロビに取り組んでいる。しかし、以前は時間いっぱい取り組んでいたが最近では15分程度の参加か不参加の事もある。
	・周囲に流されやすい傾向であり、今後仕事をする事を考慮し運動についての認識を確認していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアに参加しながら就労への準備を進めていく
	①自身の病状が管理でき、自身の能力に合った就労内容を把握する。
	①自身の病状の変化に気付き、対処方法を学び、その上で就労に向けた能力の向上を図る。
	安定した仕事を行えるように、自身の病状変化について話す事ができ、自身の能力を把握する。スタッフはプログラム参加状況を確認し、就労に向けた準備を話し合いながら行っていく

	
	②対人面でのスキルアップを図る
	②様々な利用者と交流を持ち、苦手意識の改善やルールやマナーを習得する
	来所時は、他利用者と交流を持ち、苦手意識の改善を図る。スタッフは他者交流状況を確認し、考え方や行動が他者へ流されないように、行動の振り返りとやるべき事は何かを助言していく。

	
	③デイケアでの活動を通じ、体力を向上する。
	③エアロビクスなどの運動療法に参加し、体力の向上、気分転換を図る
	エアロビクスなどの運動療法に自分から参加し、体力の向上を図る。スタッフは参加状況を確認し、必要に応じて本人に適した運動を提供する。


＊今後は就労へ移行していく予定。プラン継続。
カンファレンスシート（高阪　博英様）

実施日：2020年1月15日（水）13：30～14：00

検討内容　

	氏名
	高阪　博英
	性別
	男
	年齢
	65
	生年月日
	S29年　8月 21日

	主病名
	アルコール依存症
	合併症
	肝硬変・食道静脈瘤・慢性膵炎・C型肝炎、糖尿病、狭心症

	治療方針（医師の指示）
	断酒の継続

	本人希望
	再飲酒せずに、現在の生活を続けたい。

	家族希望
	未聴取

	入院歴
	計5回（最終：H26年3月11日～H26年4月24日）

	通所歴
	4回目

· 前回：H25年6月28日～H26年3月11日

· 今回：Ｈ26年5月2日～現在　　（週3回/月、火、金曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護「五福」　 利用期間：平成25年6月～

	住居：自宅・単身生活
	家族構成








保護者：妹

	利用制度
	手帳　なし
	
	他　生活保護、自立支援医療

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再飲酒なく、現在の生活を維持する。
	①ストレスを上手く発散し、悩みや不安があれば言葉にして伝える。


	①医師、デイケアスタッフに悩みや不安があれば伝える。


	①医師から言われたことや今気になっている事、不安に思っていること等があれば定期的に面談を通して確認していく。



	
	②糖尿病の悪化、体重の増加を防ぐ為に、運動をするように心掛ける。
	②デイケアと自宅の往復や犬の散歩では体をなるべく大きく使うことを心がけ、運動量を増やす。

また、糖尿病の悪化をふせぐために、食事（量、食べる順番）に気を配ることを続ける。
	②-1⇒運動を避ける傾向や参加しても動きが小さいことがあるため、体を大きく動かすことができるように声を掛けていく。

②-2⇒食事に気を付けることができる意識を保つために、定期的に食事内容の確認をしていく。また、血糖値の急上昇にも気をつけることができるように、食べ方の順番に気をつけるように伝え、出来ていたら評価をする。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①医師、デイケアスタッフに悩みや不安があれば伝える。


	冬期で通所が大変であることから、三沢のデイケアの利用を考えていたが、雰囲気が合わない等の理由で引き続き青陽館を利用している。担当スタッフやみさわとの兼任スタッフに相談をしている。悩みや不安については、自分から担当スタッフへ相談出来ている（鍋で野菜をたくさん食べるのは糖尿病に悪影響がないか）。年明け、「お神酒飲みました。」と報告することあり、再飲酒の可能性について確認するも再飲酒は否定。おどけた態度や笑っていることが多い為気付かれにくいタイプであると思われるが、再飲酒の要因は対人面のトラブルであることがあり、ストレスは抱えやすいことが考えられる。
	短期目標は継続する。定期的に面談を通して、“悩み”や“不安”というテーマから入るのではなく、近況から確認し、気になることを拾って対応していく。

	②デイケアと自宅の往復や散歩では体をなるべく大きく使うことを心がけ、運動量を増やす。

また、糖尿病の悪化をふせぐために、食事（量、食べる順番）に気を配ることを続ける。
	デイケア通所時は車を利用しているも、継続して通所すること出来ている。犬が亡くなったことで散歩する機会は減っているが、日中ショッピングモール等を歩くことを継続して心掛けている。ラジオ体操にはほぼ参加し、大きく身体を動かして参加している。しかし、エアロビクスなどの運動強度の高いものには参加せず、運動量自体は少ない。外食をすることもあるが、夕食は糖質を減らすころや、自宅では野菜を摂っており、食事に気を遣っている様子は窺え、評価している。以前出来ていなかった、ベジタブルファーストについては徐々に習慣化してきている。もともと甘い物を好んでいるが、毎月受診時にＨｂＡｃを確認しており、6.5％前後をキープ出来ている。受診結果が良好だった場合、ご褒美としてケーキを食べており、毎月のケーキがモチベーション保持につながっている。
	関わり方のポイントととして“誉める”ことが有効であると考える。以前、デイケアでの立ち位置や利用者との関わりで誉めると「そんなこと言われたことがないからうれしい」と話している。食事や運動で気を配るモチベーションを保つためにも、褒めながら関わっていく。


→現状として問題がないため、一部変更して同内容の計画を実施していく。
